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小学校の通常学級における
支援の実際

～重なり合う支援をめざして～

北九州市立萩ケ丘小学校 大谷 良子

萩ケ丘小学校の紹介

 学校教育目標

『心ゆたかで たくましく

元気に 生きる 子どもの育成』

 児童数 ４００人

 学級数

特別支援学級（知的） １学級

通常学級 １３学級

 とても広い校庭があり、子どもたちは毎日元気
に過ごしています。

萩ケ丘小学校の支援体制

教室における「特別な配慮」
・ 授業及び他の教育活動の中で行う

学校としての支援体制
・ 個別の指導時間の確保

・ 学習支援員の配置

・ 特別支援学級「ひまわり」との連携

・ 通級「言葉の教室」との連携

地域の専門機関との連携
・ 教育相談・発達障害者支援センター・療育センター・子ども総合センター

３つの支援が重なり合うように、支援していくことが大切

教室における「特別な配慮」

① いじめは絶対に許さない

② 男女関係なく仲良くすることが大切

③ きまりを守ることが大切。
みんなで生活しているので
守らないと暮らしにくい。

１．教師の方針を示す

～学級開き～ 3日間で学級を組織する

学校が楽しい子が
いっぱいのクラス。
そのためには

お互いを大切にしよう。

具体的に伝える
1年を通して言い続ける
指導の基準を伝える

２．学級のルール作り

 持ち物の、きまり。持ってきてよいも
のと、いけないものは何か。

 忘れ物をしたときは、どうするのか。

 給食のおかわりや、残す時はどうす
るか。

 席替えはどのように

するのか。

学習用具のきまり 

＊ 学校は勉強するところです。 

＊ 授業で困らないように、学習用具をきちんとそろえましょう。 

＊ 学校に必要な物だけを持ってきます。 

＊ 持ち物には、必ず名前を書きましょう。 

筆箱の中 

 けずった 鉛筆（Ｂまたは２Ｂ） ４～５本 

 けずった 赤鉛筆 １～２本 

 けずった 青鉛筆 １本 

 消しゴム １個 

 ネームペン １本 

 ミニ定規（１５㎝くらい） 

     ＊ シャープペンシルは持ってこない。 

道具袋の中 

必ず入れておくもの 入れておくと便利なもの 

 はさみ  セロハンテープ 

 のり  ティッシュ 

 三角定規  ホッチキス 

 分度器 ＊ 道具袋は、机の横にかけられる

ものであればどのようなものでも

よい。 

 コンパス 

 色鉛筆 

 クレパス 

     ＊ カラーペンは持ってこない。必要な時は連絡します。 

その他 

 したじき  自由帳 

 国語辞典  漢和辞典 

     ＊ 国語辞典・漢和辞典のない人は、学校のものを使用します。 

     ＊ 自由帳は、ノートや連絡帳を忘れたときに使います。 

教科で必要なもの 

国語 教科書・ノート・漢字スキル・漢字ノート 音楽 教科書・リコーダー 

社会 教科書・ノート・地図帳・資料集 図画工作 教科書 

算数 教科書・ノート・計算スキル 理科 教科書・ノート 

体育 体操服・赤白ぼうし・汗ふき用タオル 家庭科 教科書 

外国語 教科書   

 

（ルールの一例）
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３．クラスのしくみ作り

日直の仕事

① 日付・明日の予定を書く。
② 給食黒板を書く。
③ 机と椅子を整頓する。
④ 鉛筆削りをきれいにする。
⑤ 戸じまりの確認をする。
⑥ ゴミをほうきで集める。

当番を決めて、掲
示。終わったら札
を黄色にする。

日直の仕事は、内容が書かれたカードを作っ
て、当番の机の横や、教室の壁にかけておく。

①から⑥まで終われば、下校できる。

４．授業のやり方を学ぶ

 発表の仕方、ノートの書き方、話の聞き方

 ルーティンを取り入れる。

机の上は、「今、使うものだけ」に限定する。

1年間を通して、授業の流れを変えず、ルーティンで行う。

切り替えが苦手な人、スロースターターにとっては有効。

 楽しい授業でわくわく感をもたせながら、「話す・聞く」の

指導を行う。

・さいころ自己紹介。

・「なぜですか」ゲーム。

机の上は、今使う
物だけを置くよう
にする。

「話す・聞く」の指導
は、始めの3日間が

勝負！

～年間を通した取組～

ちくちく言葉を
減らし、

あったか言葉の
花束を作ろう

記念日を
ためて

みんなで
遊ぼう。

忘れ物チケット
キャンペーン

15日に1回の
運命の日。
お見合い、くじ引き、
楽しい席替え。

 ゴールを示し、達成したらお楽しみが待っている

小さな親切
一日一善
ビー玉
大作戦

学校としての支援

① 支援員の配置

② 通級指導教室との連携

③ 知的の特別支援学級「ひまわり」との連携

④ 個別の指導時間「ビジョントレーニング」
⑤ 学力補償

ひまわり学級との連携
ビジョントレーニングとは
『ビジョントレーニング』
～発達の気になる子の学習・運動が楽しくなる～

北出勝也監修（ナツメ社）より

こんな様子が
見られたら
「視覚機能」
の問題かも！
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ビジョントレーニングの様子

ものを眼で追う動き
視線をジャンプ

させる動き
両眼を寄せたり、
離したりする動き

毎
週
金
曜
日
の
下
校
準
備
時
間
に

補
充
学
習

各
学
級
、
３
名
程
度
の

対
象
と
な
る
児
童

７年生で協力

地域の専門機関との連携 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

新1年生就学時健康診断の
面接や体験入学の様子を

観察

職員会議で
気になる児童
の共通理解

校内研修会の依頼
対象となる児童の
検討と記録集め

校内研修
（2学期）

訪問相談
対象となる児童参観と

担任との面談

ビジョントレーニング

学力補償

地域の専門機関との連携

→情報交換・共通理解を大切に
重なり合う支援を目指して

① 特別支援学校のセンター
的機能

② 教育相談につなぐ

③ SSWとの連携

④ 発達障害者支援センター
つばさとの連携

ご清聴有難うございました

（ 戸ノ上中学校区共通あいさつ
シンボルマークより）

大里東小学校６年児童作成


